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第４期国土交通省技術基本計画 (2017年3月）の概要

（１）人を主役としたIoT、AI、ビッグデータの活用
① 新たな価値の創造と生産性革命の推進 ・・・IoT、AI、ビッグデータ等の活用・人の創造性との融合
② 基準・制度等の見直し・整備 ・・・データ規格統一、共通プラットフォーム構築、全体最適化
③ 人材強化・育成と働き方改革 ・・・チャレンジ人材の育成、多様な働き方の創出、働き方改革

（２）社会経済的課題への対応
① 安全安心の確保 ・・・防災減災、安全・安心かつ安定な交通、戦略的なメンテナンス
② 持続可能な成長と地域の自律的な発展 ・・・競争力強化、持続可能な社会基盤の整備、地球温暖化対策
③ 基盤情報の整備 ・・・地理空間情報、地盤情報、気象情報
④ 生産性革命の推進 ・「物流生産革命」の推進、自動運転に資する技術開発促進、気象ビジネス市場の創出

（３）好循環を実現する技術政策の推進
① オープンイノベーションの推進 ・・・コンソーシアムの積極展開、産官学の連携、助成・補助制度の拡充
② 技術の効果的な活用 ・・・新たな公共調達、新たな技術評価の仕組み、現場体制の整備拡充
③ 研究開発の評価 ･･･新たな研究評価の仕組み
④ 地域とともにある技術 ･･･地域ごとの産官学の連携強化
⑤ 老朽化した研究施設・設備の老朽化対応 ・・・研究施設・設備の老朽化対応

第４期国土交通省技術基本計画は、科学技術基本計画、社会資本整備重点計画、交通政
策基本計画等の関連計画を踏まえ、持続可能な社会の実現のため、国土行政における事業・
施策のより一層の効果・効率を向上、国土交通技術が国内外において広く社会貢献することを
目的に、技術政策の基本方針を示し、技術開発の推進、技術の効率的な活用、技術政策を支
える人材の育成等の重要な取り組みを定めた。

≪「第４期国土交通省技術基本計画」の３つの柱≫



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

主な技術研究課題



i-Constructionの推進

土木工事におけるi-Constructionと従来方法の比較
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第5世代移動通信システム(5G)の利活用シーン



シーン1 災害発生時の情報収集・共有

• 災害発生時、情報収集の高度化及び可視化ツールにより、現場状
況を迅速かつ正確に把握
– ドローンや黄パト＋全方位カメラによるリアルタイム映像伝送
– 災害現場の高精細・広範囲映像伝送、データ伝送

• 被災地・避難所への防災用通信回線確保

5Gネットワーク コアネットワーク

ドローンや全周囲カメラの
現場映像伝送

防災用通信回線
避難所臨時回線
災害情報提供

大容量
フレキシビリティ

セキュリティ

KeywordKeyword

災対室の高度化災対室の高度化

災害時情報共有災害時情報共有
災害時情報収集

高度化
災害時情報収集

高度化

最新技術を活用した
確実な情報把握
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シーン2 自動運転や移動時の情報提供

• 車両間の状態共有による、隊列走行・完全自動運転の実現
• 移動車両でのエンタテインメント強化

– 4K映像閲覧, 高速インターネット
• 災害・道路情報の提供

– 車上端末へのPush通知
– 渋滞先頭映像配信

5Gネットワーク
車両間の状態・位置を共有し

事故の発生を回避
人や自転車にも有効

車内での各種情報表示
4K放送視聴

高速鉄道での4K映像視聴
インターネット接続提供

大容量
低遅延

セキュリティ

KeywordKeyword

自動運転・安全運転自動運転・安全運転

移動時高速通信移動時高速通信

車内の情報高度化車内の情報高度化

※出典：NTTドコモ 2017.5.19
総務省「5G総合実証試験」の推進及び
協力体制の構築

※出典：総務省 2016.11.21 
IoT時代に向けた移動通信政策の動向



シーン3 各種IoT・センサーデータ収集

• IoT機器やセンサーデータなど、超多数の端末を収容
– 高密度水位計
– 街灯の点灯制御、EV給電などの新たな価値
– スマートホーム

5Gネットワーク

多数のセンサー機器を収容
(イニシャルコスト低)

様々な家電をインターネット接続
遠隔制御や可視化を実現

街灯をインテリジェント化
近接時の点灯制御や

EVへの給電管理

同時多接続
セキュリティ

KeywordKeyword

街灯点灯管理
EV給電対応
街灯点灯管理
EV給電対応

スマートホームスマートホーム センサーNWセンサーNW

※出典：Infineon Technologies

※出典：スマートシティープロジェクト ※出典：Engadget日本版 2017.12.14



第5世代移動通信システムに期待すること

4K映像伝送だけでなく、更なる高解像度映像(8K)や、
マルチアングル・全周囲映像を伝送できることに期待

大 容 量

自動運転や重機の遠隔操作など、瞬時の判断やレスポン
スが求められる用途で活用のため、低遅延化の早期実現
を期待

低 遅 延

高密度水位計やスマートメーターなど、爆発的な増加が
予想されるIoT機器を多数収容し、また接続コストが従
来より低下することを期待

同時多接続・低コスト
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AI技術活用への取り組み



AI利用シーン

国土交通分野への適用

道路監視
船舶監視

AI

・雪道（峠道）での渋滞検知
・道路の亀裂検知 等

AI

・船舶・船種識別
・接触事故防止支援 等

設計・施工・維持管理

AI

・点検写真からの損傷等検知
・維持管理：診断補助 等

CCTVカメラ等の映像を活用した状態検知
道路や河川、港湾等に設置されたCCTVカメラや衛星画像、ドローンによる空撮画像等を駆使

様々な分野で「人の目の代わり」に ⇒監視業務の効率化・省力化に期待

検知例
検知例

検知例



国土交通省は、河川・道路管理用に
24,000台を超える管理用カメラを所有している

Surveillance cameras



主な取り組み例

■取組概要 峠道（雪道）での交通状況検知
道路沿いに設置されている国土交通省保有のCCTVカメラの映像を使用して、リアルタ
イムに交通状況を検知することを目標に、AI技術を用いた挑戦を実施中。

昨年度：既存CCTV映像（蓄積映像）による雪道での車両検知の可能性検証。
今年度：引き続き検証を実施し、精度向上を目指す。

状況・今後



主な取り組み例

■取組概要 RAIMS：モニタリングシステム技術研究組合
土研、道路・高速道路の管理者、ゼネコン、建設コンサル、メーカーと各種専門家の総
力を 結集し、管理者のニーズに合致した最先端のモニタリングシステムの早期実用を目
指し推進中

橋梁の表面に取り付けた加速度センサーの値と
橋梁内部のひずみの間の相関を確認

http://pr.fujitsu.com/jp/news/2017/08/28.html

成果事例

センサー2

センサーN

センシングデータ

活用

ユーザー
RAIMSメンバ

現場のセンサーデータ
収集

センサーデータの
蓄積・分析・見える化

【分析：各社】

輪荷重
走行疲労
試験機

モニタリング基盤

センサー1

【ICTベンダ】

【ゼネコン】

【センサベンダ】

収集

収集

収集

収集

活用

活用

・
・
・

活用

カメラ
（表面のひび割れ）

塩害センサ

センサネットワーク

３軸加速度センサ
（振動・たわみ）

光ファイバセンサ
（表面ひび割れ）

レーザーセンサ
（桁の伸縮等の変位）


